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問
　
一
般
会
計
補
正
予
算
に
関
連

し
、
減
債
基
金
は
事
情
に
よ
っ
て

市
債
の
償
還
や
繰
上
償
還
に
充
て

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、

今
後
、
バ
ブ
ル
期
の
高
金
利
な
市

債
の
繰
上
償
還
を
積
極
的
に
進
め

て
い
く
考
え
は
。

答
　
繰
上
償
還
に
よ
る
保
証
金
支

払
い
な
ど
の
課
題
も
あ
り
ま
す

が
、
環
境
が
整
え
ば
積
極
的
に
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問
　
国
保
会
計
の
繰
出
金
が
増
額

さ
れ
て
い
る
が
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
と
の
財
政
的
効
果
は
。

答
　
医
療
制
度
改
革
全
体
と
し
て

日
本
共
産
党

三
億
一
、
〇
〇
〇
万
円
で
介
護
保
険
料
の
軽
減
を

自
民
ク
ラ
ブ

市
債
の
繰
上
償
還
を
積
極
的
に
進
め
て
はの

一
に
な
る
。
福
祉
な
ど
の
向
上

に
二
億
七
、
〇
〇
〇
万
円
の
一
部

を
使
う
考
え
は
な
か
っ
た
の
か
。

答
　
新
し
い
政
策
に
使
え
る
状
態

で
は
な
い
が
、
有
効
に
使
い
た
い
。

問
　
高
齢
者
を
多
く
抱
え
て
い
る

国
保
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
拠
出
す
る
金
額
︵
一
人
当
た
り

一
万
円
近
く
︶が
少
な
く
な
る
。
そ

の
分
で
保
険
税
の
引
き
下
げ
が
で

き
な
い
か
。

答
　
計
算
上
は
拠
出
金
が
少
な
く

な
り
ま
す
が
、
四
億
円
を
一
般
会

計
か
ら
出
し
て
い
る
の
で
軽
減
で

き
ま
せ
ん
。

問
　
介
護
保
険
給
付
費
等
準
備
基

金
に
つ
い
て
、
平
成
十
九
年
度
末

と
今
回
の
補
正
で
の
合
計
額
が
三

億
一
、
〇
〇
〇
万
円
。
こ
の
一
部

を
活
用
し
て
、
保
険
料
・
利
用
料

の
軽
減
が
で
き
な
い
か
。

答
　
第
四
期
計
画
︵
平
成
二
十
一

年
四
月
か
ら
︶
の
中
で
介
護
給
付

費
を
計
算
し
て
い
る
の
で
、
そ
の

中
で
基
金
の
活
用
は
考
え
ま
す
。

問
　
平
成
十
九
年
度
は
定
率
減
税

廃
止
で
二
億
七
、
〇
〇
〇
万
円
の

市
民
負
担
と
な
り
、
実
質
収
支
九

億
円
の
黒
字
で
は
な
い
か
。
所
得

二
〇
〇
万
円
以
下
の
市
民
は
三
分

⋯
　

平
成
19
年
度
決
算
認
定
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

○
一
般
会
計

○
介
護
保
険
特
別
会
計

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◎
老
人
保
健
特
別
会
計

◎
下
水
道
事
業
特
別
会
計

○
水
道
事
業
会
計

以
上
、
認
定

⋯
　

平
成
20
年
度
補
正
予
算
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

○
一
般
会
計
︵
第
３
号
︶

○
介
護
保
険
特
別
会
計
︵
第
１
号
︶

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
︵
第
２
号
︶

○
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
︵
第
１

号
︶

◎
下
水
道
事
業
特
別
会
計
︵
第
１
号
︶

⋯
　

条
例
・
規
則
の
一
部
改
正
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

◎
市
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例
及
び
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
条
例

◎
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関

す
る
条
例

◎
認
可
地
縁
団
体
印
鑑
条
例

◎
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
条
例

◎
特
定
目
的
借
上
公
共
賃
貸
住
宅
条
例
及
び
市

営
住
宅
条
例

◎
市
議
会
議
員
及
び
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
選

挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
等
の
公
営
に
関
す

る
条
例

◎
市
議
会
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例

◎
市
議
会
会
議
規
則

⋯
　

そ
の
他
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

◎
道
路
線
の
認
定
︵
３
件
︶

◎
土
地
開
発
公
社
定
款
の
一
部
変
更

⋯
　

人
事
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

◎
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
︵
３
件
︶

○
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
︵
１
件
︶

○
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

︵
３
件
︶

以
上
、
可
決

⋯
　

意
見
書
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

◎
﹁
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法
︵
仮
称
︶
﹂
の
速

や
か
な
制
定
を
求
め
る
　
　
　
　
　
　
可
決

・
社
会
保
障
費
を
毎
年
二
、
二
〇
〇
億
円
抑
制

す
る
国
の
方
針
の
撤
回
を
求
め
る

　
◎
全
員
賛
成
　
○
賛
成
多
数

提
出
議
案
と

審
議
結
果

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

問
　
二
億
三
、
六
〇
〇
万
円
の
公

共
下
水
道
使
用
料
の
引
き
上
げ

が
、
平
成
二
十
一
年
度
に
計
画
さ

れ
て
い
る
が
。

答
　
料
金
改
定
の
計
画
は
あ
り
ま

す
が
、
引
き
上
げ
る
か
断
定
で
き

ま
せ
ん
。

問
　
大
井
プ
ー
ル
事
故
で
担
当
者

へ
の
禁
固
刑
の
判
決
に
対
し
、
市

長
の
責
任
は
。

答
　
判
決
を
深
刻
に
受
け
止
め
、

再
発
さ
せ
な
い
意
識
な
ど
の
改
善

を
図
り
ま
す
。

は
、
医
療
費
の
増
加
を
含
め
な
け

れ
ば
一
億
円
程
度
の
負
担
減
の
財

政
効
果
と
な
り
ま
す
が
、
医
療
費

の
伸
び
率
に
見
合
う
国
保
税
率
の

改
正
が
で
き
ず
、
繰
出
金
に
よ
り

国
保
会
計
の
均
衡
を
保
っ
て
い
る

状
況
で
す
。

問
　
平
成
十
九
年
度
決
算
に
つ
い

て
、
昨
年
の
決
算
特
別
委
員
会
で

の
指
摘
事
項
は
ど
の
よ
う
に
反
映

さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　
指
摘
い
た
だ
い
た
市
税
及
び

給
食
費
の
収
納
率
向
上
対
策
、
河

岸
記
念
館
の
費
用
対
効
果
の
検

証
、
図
書
館
の
パ
ソ
コ
ン
シ
ス
テ

ム
委
託
料
の
見
直
し
等
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
着
手
ま
た
は
検
討

を
し
て
お
り
、
一
定
の
効
果
を
上

げ
て
い
ま
す
。

議案に対する総括質疑
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問
　
自
主
財
源
を
確
保
す
る
た
め

の
施
策
は
。

答
　
未
利
用
地
の
売
却
は
も
ち
ろ

ん
、
市
税
等
の
徴
収
率
向
上
、
使

用
料
の
見
直
し
、
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
の
活
用
等
あ
ら
ゆ
る
自
主
財

源
の
確
保
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

公
明
党

自
主
財
源
確
保
の
施
策
は

問
　
東
西
連
絡
道
路
の
再
調
査
に

つ
い
て
は
。

答
　
長
期
構
想
と
し
て
は
立
体
交

差
化
と
な
っ
て
い
ま
す
。
必
要
性

は
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
代
替
案

を
検
討
し
て
い
く
た
め
再
調
査
を

行
な
う
も
の
で
す
。

問
　
来
年
度
予
算
に
向
け
て
、
基

金
残
高
に
対
す
る
考
え
は
。

答
　
補
正
後
の
基
金
全
体
の
合
計

残
高
は
一
三
億
四
八
二
万
円
で
す
。

・　
消
費
税
の
税
率
引
き
上
げ
を
行
わ
な
い
こ
と

を
求
め
る

・
学
童
保
育
︵
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
︶

の
量
的
・
質
的
拡
充
を
求
め
る

・
投
機
マ
ネ
ー
の
実
効
あ
る
規
制
を
求
め
る

・
埼
玉
県
西
部
地
域
障
害
者
雇
用
支
援
セ
ン

タ
ー
廃
止
撤
回
を
求
め
る

以
上
、
否
決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

問
　
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
者
増
加

に
伴
う
内
容
に
つ
い
て
。

答
　
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
に

伴
う
新
た
な
課
題
へ
の
対
応
を
目

指
し
、
既
存
事
業
の
見
直
し
を
行

な
っ
た
結
果
、
本
年
九
月
末
日
を

も
っ
て
廃
止
と
な
る
自
動
車
燃
料

費
助
成
事
業
か
ら
当
該
事
業
へ
の

利
用
者
の
大
幅
な
移
行
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

問
　
東
西
連
絡
道
路
の
今
後
の
方

向
性
と
、
委
託
先
の
考
え
方
は
。

答
　
平
成
十
八
年
度
に
﹁
ま
ち
づ

く
り
主
要
事
業
調
査
﹂を
実
施
。
結

果
は
、
東
西
口
を
結
ぶ
整
備
手
法

を
段
階
的
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

平
成
十
九
年
度
に
お
い
て
も
再
評

価
し
た
結
果
、
東
西
連
絡
道
路
の

必
要
性
に
は
変
わ
り
が
な
い
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在

の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
現

計
画
の
事
業
期
間
が
長
期
化
す
る

た
め
、
東
西
連
絡
機
能
を
保
つ
代

替
案
を
検
討
。
今
議
会
で
補
正
予

算
が
可
決
次
第
、
指
名
業
者
を
決

定
し
、
発
注
業
務
の
中
で
安
価
で

東
西
連
絡
を
密
に
で
き
る
道
路
の

整
備
手
法
を
見
出
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

早期の渋滞解消と安全確保が期待される県道

今
年
度
末
の
財
政
調
整
基
金
残
高

は
約
六
億
八
、
〇
〇
〇
万
円
と
試

算
し
て
い
ま
す
が
、
来
年
度
予
算

編
成
の
財
源
不
足
は
約
六
億
五
、

〇
〇
〇
万
円
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

問
　
市
有
の
遊
休
地
に
対
す
る
活

用
方
針
は
。

答
　
売
却
処
分
す
る
方
針
で
決
定

し
て
い
る
の
は
、
那
須
の
土
地
や

道
路
が
計
画
さ
れ
て
い
る
旧
大
井

給
食
セ
ン
タ
ー
等
三
ヵ
所
、
合
計

八
、
五
八
五
平
方
メ
ー
ト
ル
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
西
口
代
替

地
等
、
未
利
用
地
に
つ
い
て
、
売
却

を
含
め
活
用
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

問
　
平
成
十
九
年
度
一
般
会
計
決

算
の
実
質
収
支
は
九
億
一
、
六
三

三
万
円
の
黒
字
だ
が
、
実
質
単
年

度
収
支
は
ど
う
か
。

答
　
減
債
基
金
か
ら
の
財
源
補
て

ん
分
を
考
慮
す
る
と
、
五
億
二
、
九

六
七
万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
す
。

正
翔
会

東
西
連
絡
道
路
の
再
調
査
は


